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ま
す
。
学
校
行
事
に
も
ク
ラ

ス
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
授
業
以
外
に
も
た
く
さ

ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
実
験
設
備
が

充
実
し
て
い
て
い
ま
す
。
課

題
研
究
や
探
究
学
習
な
ど
に

全
校
で
取
り
組
み
、
主
体
的
、

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
践

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
語
学
研
修
、
台
湾
研

修
な
ど
海
外
の
姉
妹
校
と
の

交
流
を
通
し
て
語
学
力
を
磨

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
龍
高

の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
が

例
年
と
比
べ
て
少
な
い
状
況

で
す
が
、
私
は
地
域
の
方
や

中
学
生
に
積
極
的
に
広
報

し
、
龍
高
が
益
々
発
展
し
続

け
る
た
め
に
尽
力
し
て
い
き

ま
す
。 

 

73
回
生
は
、
男
子
155
名
、

女
子
116
名
の
計
271
名
で
最
終

学
年
を
迎
え
ま
し
た
。
３
年
間

を
通
し
て
の
学
年
目
標
は
「
あ

し
た
の
た
め
の
器
作
り
」
で

す
。
今
年
度
は
こ
れ
に
、
「
自

己
の
力
を
出
し
尽
く
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
を
達
成
す
る
」
一

文
を
付
け
加
え
ま
し
た
。 

入
学
当
初
よ
り
、
「
大
志
を

抱
く
」
こ
と
、
「
凡
事
徹
底
」
、

「
徳
を
つ
む
」
こ
と
を
伝
え
て

き
ま
し
た
。
学
校
行
事
や
部
活

動
な
ど
高
校
生
活
で
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
積
み
、
自
分
の
思

考
や
考
え
を
自
分
の
「
言
葉
」

で
表
現
し
て
、
「
考
え
る
力
」

を
高
め
る
こ
と
は
、
大
き
く
成

長
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
臨
時
休
校

が
続
き
、
「
考
え
る
力
」
を
高

め
る
高
校
生
活
（
学
校
行
事
や

部
活
動
）
が
大
幅
に
縮
小
さ

れ
、
成
果
を
発
表
す
る
場
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
達
成
感
や
充
実
感
を
得
な

い
ま
ま
、
３
年
生
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
「
進
路
実
現
」
に

向
か
い
ま
す
。
「
進
路
実
現
」

を
考
え
る
こ
と
は
、
大
き
な
選 

令
和
２
年
度
は
緊
急
事
態
宣

言
が
史
上
初
め
て
発
令
さ
れ
、

学
校
は
、
３
月
か
ら
５
月
末
ま

で
３
か
月
に
及
ぶ
臨
時
休
業
と

な
り
ま
し
た
。
６
月
に
入
り
、

学
校
が
段
階
的
に
再
開
さ
れ
、

感
染
防
止
に
向
け
た
努
力
を
継

続
し
な
が
ら
、
通
常
の
状
況
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

部
活
動
に
お
い
て
は
、
全
国
大

会
、
近
畿
大
会
及
び
県
大
会
が

中
止
と
な
り
、
現
在
、
代
替
大

会
の
開
催
に
向
け
て
、
各
競
技

で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
、
目

標
と
し
て
い
た
も
の
を
失
い
、

喪
失
感
か
ら
気
持
ち
の
整
理
が

で
き
て
い
な
い
生
徒
も
い
る 

と
思
わ
れ
ま
す
。
楽
し
み
に
し

て
い
た
学
校
行
事
も
残
念
な

が
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
本
校
で

は
、
生
徒
の
不
安
や
悩
み
に
真

摯
に
向
き
合
い
、
こ
の
よ
う
な

状
況
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
が
た

く
ま
し
く
成
長
し
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
強
く

願
っ
て
い
ま
す
。 

私
が
教
頭
と
し
て
着
任
し

て
か
ら
、
は
や
５
か
月
が
経
ち

ま
し
た
。
龍
野
高
校
に
は
誇
れ

る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

と
て
も
広
く
、
清
掃
が
行
き
届

い
て
い
ま
す
。
先
生
方
は
と
て

も
熱
心
で
、
わ
か
り
や
す
い
授

業
を
心
掛
け
、
放
課
後
も
生
徒

の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
い

ま
す
。
文
武
両
道
で
部
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
生
徒
に

と
っ
て
学
習
も
部
活
動
も
本

気
で
頑
張
れ
る
環
境
に
あ
り 

73 

回 

生 

か 

ら 

の 

報 

告 
学
校
再
開
に
際
し
て 

教
頭 

 

土 

井 
 

寛 

文 
 

 

新
生
徒
会
役
員 

択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
選
択
は
、
多
く
の

生
徒
に
と
っ
て
、
長
い
人
生
の

中
で
最
初
に
迎
え
る
大
き
な

試
練
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分

が
選
ん
だ
選
択
だ
か
ら
こ
そ
、

力
を
尽
く
そ
う
と
努
力
し
ま

す
。
し
っ
か
り
と
自
分
の
人
生

に
向
き
合
う
力
を
養
う
絶
好

の
機
会
で
す
。 

通
常
の
授
業
が
で
き
な
い

状
況
や
入
試
制
度
の
変
更
な

ど
、
学
習
や
進
路
の
悩
み
や
不

安
材
料
は
例
年
以
上
に
あ
り

ま
す
。
で
も
、
部
活
動
の
練
習

や
学
校
行
事
の
準
備
で
友
と

と
も
に
努
力
し
て
き
た
経
験

は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
宝

物
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
一
日
一
日
、
今
で
き
る
こ

と
に
精
一
杯
力
を
出
し
尽
く

す
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
で

す
。
最
大
限
の
努
力
を
し
ま
し

ょ
う
。 

 

73
回
生
は
、
落
ち
着
い
て
物

事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
集
団
で
す
。
学
年
団
だ
け
で

な
く
、
龍
野
高
校
の
全
職
員
が

そ
れ
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
最
後
ま
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
！ 

（
学
年
主
任 

横
川
重
和
） 

生
徒
会
長 

 

副
会
長 

  

書 

記 

  

会 

計 

  

運 

動 

体 

育 

  

学 

芸 

Ｈ 

Ｒ 

  

図 

書 

  

風 

紀 

  

保 

健 

   

通 

学 

清
水 

瞭
介 

 

久
本 

来
美 

米
澤 

萌
笑 

 

菊
本 

真
穂 

杉
山 

由
華 

 

八
木 

玲
央
斗 

吉
田 

琉
夏 

 

峯 
 

向
日
葵 

本
田 

翔
人 

米
倉 

羽
菜 

 

松
本 

碧
海 

高
橋 

光
希 

阪
口 

巧
海 

 

竹
原 

有
紗 

前
田 

桃 

 

岸
本 

大
輝 

津
田 

彩
音 

 

福
井 

新
大 

土
井 

彩
乃 

大
野 

雄
峰 

 

松
久 

浩
太 

有
方 

亮
平 

堂
野 

遥
希 

] 
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74
回
生
第
２
学
年
は
、
文

系
ク
ラ
ス
３
、
理
系
ク
ラ
ス

３
、
総
合
自
然
科
学
科
１
の
７

ク
ラ
ス
で
編
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
は
、
「
し
ん
ど
い
こ

と
か
ら
逃
げ
な
い
姿
勢
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
一
年
間
学
校
生
活

を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延

に
よ
り
４
月
、
５
月
が
臨
時
休

校
と
な
り
、
よ
う
や
く
６
月
１

日
か
ら
半
数
ず
つ
の
登
校
で

学
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
来

あ
っ
た
は
ず
の
各
部
活
動
の

大
会
、
昇
龍
祭
も
中
止
と
な

り
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
な
か
で
も
、
ま
ず
は
命
を

大
切
に
し
つ
つ
、
や
れ
る
こ
と

に
全
力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授

業
に
関
し
て
は
、
各
教
科
授
業

の
動
画
配
信
、
課
題
な
ど
を
通

じ
て
学
び
の
機
会
を
設
け
て

き
ま
し
た
が
、
生
徒
の
皆
さ
ん

も
「
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」
と

不
安
を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
で
取

り
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
「
３
密
を
避
け 

係
を
構
築
し
、
友
情
の
芽
を
育

む
大
切
な
時
機
で
あ
る
は
ず

で
し
た
。
そ
れ
を
十
分
に
補
う

に
は
足
早
に
、
５
月
末
の
２
回

の
登
校
可
能
日
、
６
月
１
日
か

ら
の
分
散
登
校
の
期
間
を
経

て
、
通
常
授
業
が
開
始
さ
れ
て

今
８
週
間
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
実
際
に
始
ま
っ
た
高

校
で
の
授
業
や
部
活
動
。
そ
れ

ぞ
れ
に
戸
惑
う
こ
と
も
い
っ

ぱ
い
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す

が
、
新
し
い
生
活
習
慣
に
も
少

し
ず
つ
慣
れ
て
、
75
回
生
は

本
来
の
姿
を
見
せ
始
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
よ

う
や
く
龍
野
高
校
の
１
年
生

と
し
て
歩
み
始
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
大
切
な
も
の
は
失
っ
て
か

ら
て
気
づ
く
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
75
回
生
も
、
当
た
り
前

の
日
常
の
尊
さ
を
身
に
染
み

て
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
一
期
一
会
」─

 

今
、
か
け

が
え
の
な
い
こ
の
青
春
の
瞬

間(

と
き)

を
、
75
回
生
に
は
精

一
杯
生
き
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
学
年
主
任 

宮
浦
照
視
） 

 

る
」
な
ど
、
新
し
い
生
活
様

式
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
前
の
生
活
を
完
全
に
取
り

戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
徒
に
と

っ
て
、
大
学
進
学
な
ど
大
き

な
枠
組
み
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
73
回
生
か
ら
、「
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
」
が
始
ま
り

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
と
比

べ
、
英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
の

配
点
が
増
え
、
数
学
Ⅰ
Ａ
の

試
験
時
間
が
10
分
長
く
な
る

な
ど
、
変
更
さ
れ
た
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど

ん
な
時
代
に
な
っ
て
も
、
先

輩
た
ち
も
対
応
し
て
き
ま
し

た
。
74
回
生
に
も
、
で
き
な

い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
不

安
の
な
い
人
生
は
な
い
。
こ

れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
ま
さ
に
「
し
ん
ど
い

こ
と
か
ら
逃
げ
な
い
」
で
す
。 

（
学
年
主
任 

片
山
一
男
） 

 

令
和
２
年
度
、
75
回
生
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
入

学
式
も
「
新
入
生
説
明
会
」

と
い
う
形
で
簡
略
化
さ
れ
る

な
か
、
本
校
で
の
学
校
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
は
登
校
可
能

日
は
４
月
10
日
の
み
。
緊
急

事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
今
ま

で
に
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
、
長
期
の
休
校
・
自
宅

待
機
。
75
回
生
に
と
っ
て
は

「
龍
高
生
に
な
っ
た
」
と
い

う
実
感
も
な
い
ま
ま
不
安
な

思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
指
示
や
、
郵
送
さ
れ
た
課

題
等
に
向
き
合
う
日
々
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
来
で

あ
れ
ば
、
入
学
か
ら
５
月
考

査
ま
で
の
頃
と
い
え
ば
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
野
外

活
動
と
い
っ
た
行
事
や
毎
日

の
授
業
や
部
活
動
を
通
し

て
、
龍
野
高
校
の
生
徒
と
し

て
の
自
覚
と
自
負
が
涵
養
さ

れ
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や

学
習
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い

く
と
と
も
に
、
慌
た
だ
し
く

も
期
待
に
満
ち
た
日
々
の
な

か
で
次
第
に
新
し
い
人
間
関 

８ 

・ 

９ 

月 

行 

事 

予 

定 

8
月
3
日
（
月
） 

 

午
前
中
授
業 

4
日
（
火
） 

 

午
前
中
授
業
、
全
校
集
会
、
大
掃
除 

5
日
（
水
）
～
16
日
（
日
） 

 

夏
季
休
業 

5
日
（
水
）
～
6
日
（
木
） 

 

全
統
マ
ー
ク
模
試
（
３
年
） 

5
日
（
水
） 

 

課
題
研
究
Ⅱ
（
２
年
科
学
科
、
午
前
） 

17
日
（
月
） 

 

授
業
再
開 

20
日
（
木
） 

 

眼
科
検
診 

（
３
年
・
２
年
４
ク
ラ
ス
、
午
後
） 

21
日
（
金
） 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

22
日
（
土
） 

 

全
統
模
試
（
２
年
希
望
者
） 

24
日
（
月
） 

 

校
外
実
習
Ⅰ
（
１
年
科
学
科
、
午
後
） 

28
日
（
金
）
～
9
月
3
日
（
木
） 

 

９
月
考
査 

28
日
（
金
） 

 

１
年
生
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会
・ 

文
理
分
け
説
明
会
（
午
後
） 

9
月
3
日
（
木
） 

 

大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
説
明
会
（
３
年
） 

4
日
（
金
） 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

5
日
（
土
） 

 

全
統
記
述
模
試
（
３
年
） 

7
日
（
月
） 

眼
科
検
診 

（
１
年
・
２
年
３
ク
ラ
ス
、
午
後
） 

9
日
（
水
） 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

10
日
（
木
） 

 

歯
科
検
診
（
全
学
年
、
終
日
） 

12
日
（
土
）
～
13
日
（
日
） 

 

第
１
回
ベ
ネ
ッ
セ
・
駿
台
大
学 

 

入
学
共
通
テ
ス
ト
模
試
（
３
年
） 

14
日
（
月
）
～
25
日
（
金
） 

 

教
育
実
習 

15
日
（
火
） 

 

体
育
大
会
準
備 

 

（
６
限
２
年
、
７
限
１
年
） 

16
日
（
水
） 

 

体
育
大
会 

17
日
（
木
）・
18
日
（
金
） 

 

体
育
大
会
予
備
日 

19
日
（
土
） 

 

総
合
自
然
科
学
科
体
験
入
学 

 

課
題
研
究
Ⅱ
（
２
年
科
学
科
、
午
前
） 

23
日
（
水
）
～
28
日
（
月
） 

 

秋
の
交
通
安
全
街
頭
指
導 

23
日
（
水
） 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

24
日
（
木
） 

 

耳
鼻
科
検
診
（
９
ク
ラ
ス
、
午
前
） 

25
日
（
金
） 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

26
日
（
土
） 

 

課
題
研
究
Ⅱ
（
２
年
科
学
科
、
午
前
） 

 

 

 

74 

回 

生 

か 

ら 

の 

報 

告 

75 

回 

生 

か 

ら 

の 

報 

告 


